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（注）
・建物名称、所有者名、車のナンバー、顔写真など、
  個人が特定できる情報は掲載しないでください。
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…現在残っている町家（＝昭和25年までに建築された町家の総称）

…2017年から2022年までに解体された町家
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■敷地概要

物件所在地：

用途地域　：第一種住居地域（60/200％）

　　　　　　準防火地域

敷地面積　：103.84㎡（31.4坪）

地域区分　：

　　　　　　

■建物概要

築後年数　：80年以上

構造規模　：木造２階建・在来工法

１階床面積：72.3㎡（21.9坪）

２階床面積：32.8㎡（9.9坪）

延床面積　：105.15㎡（31.8坪）

設計期間　：

施工期間　：

家族構成　：

■施主の要望

町家の意匠を活かしたすまいにしてほしい！　

　　ただし、「寒さ、暗さ、狭さ」の

　　ストレスを感じながら生活したくない

具体的には…

・温熱性能の向上（断熱等性能等級４以上）

・気密施工・気密測定試験を実施

・耐震性の向上（上部構造評点1.0以上）

・基礎の全面改修、床下点検スペースの確保

・カビや結露を発生させにくい材料の選定

・敷地内に駐車スペースを確保

隣家

隣家

隣家（空き家）

（空き家）
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（注）

・改修前後の平面図を必ず記載してください。

自由に表現してください。
・2枚目～4枚目は、性能向上改修に関する内容を

・1階平面図には、敷地図、方位を記載してください。
・1階平面図には、2階の位置も記載してください。
・2階平面図には、下屋の屋根形状も記載してください。

・2階平面図には、



■耐震診断により上部構造評点1.0以上確保
・耐震診断は精密診断法にて実施。

・改修前の評点0.10から1.03まで向上。

・耐力壁を短辺方向に分散して多数配置し、一部が強くな

　りすぎないようバランスよく計画。

・柱頭柱脚金物を全数取付。

　小屋裏束、母屋、垂木についても全数金物補強した。

・施工中に構造をスケルトン化し木材の状態を確認。

・既存柱梁は立派なクサマキ材で、状態・サイズ共問題な

　かったので、柱梁は既存のまま使用。

・耐力不足のみ添え柱や添え梁で補強、土台大引をヒノキ

　材に交換して全体の構造耐久性を高めた。

・１階床は剛床、２階床は既存根太に構造用合板を釘打ち、

　屋根は既存梁に火打材を追加して水平剛性を高めた。

既存外壁と新設基礎スラブとの補強方法

定着250以上
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▽新設土台天

既存
土台
延石

メンテスペース確保
H386（大引下）

（積雪１ｍ）

上部構造評点【精密診断法・改修前】
（無積雪）

上部構造評点【精密診断法・改修後】
（無積雪）

（積雪１ｍ）

【改修後】基礎伏図

【改修後】耐力壁・柱頭柱脚金物図 【改修後】２階床伏図・小屋伏図

土壁＋アルミアングル＋合板の耐力壁
低コスト工法を採用

短辺方向に構造用合板貼の耐力壁を設置
梁に鋼製火打を入れ、水平剛性を高める

2階床は構造用合板t12＋N50＠150で固定

■曳家・揚屋を行わず、基礎をRCベタ基礎に全面改修 　　　　

・地盤のSWS試験を実施し、地耐力を確認。

・添え梁や支保工で上部構造を保持し、柱脚部分を浮かせた上で基礎の全面改修に挑んだ。

・新設基礎はRCのべた基礎を採用し、不同沈下対策と防湿性の向上を試みた。

・主構面をメインに短辺方向の基礎立上りを連続させ、長辺方向真ん中に通した立上りの背骨から

　枝が延びるようにして基礎全体の骨格を計画した。

・長辺方向外周部の基礎は既存延べ石のままとし、アンカー打の上、スラブ配筋と緊結し一体化を図る。

・外周部の柱脚部には基礎と接合するための金物を製作。

　引抜力のみの負担となるよう、全体の耐力壁の壁倍率を調整し、応力のバランス化を図った。

町家の中でユンボが働く 支保工で屋根を支える 基礎全面スラブ配筋を実施

柱脚浮かせてスラブCONを施工制作金物：10kN以下で使用

添え梁補強や腐食土台の入れ替えを行い、軸組を補強

既存延石

既存延石

基礎立上り新設

既
存
延
石

基礎立上り新設

・H  …ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝｱﾝｶｰ（既存柱＋新設立上り基礎を緊結）

・　　…M12ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(下図参照）

斜線部
RCスラブt150
D13ﾀﾃﾖｺ＠200

基礎断熱

基礎断熱

ﾀﾞｲﾗｲﾄMSt9　片面

既存土壁 t70~90ｍｍ

構造用合板t9　片面

構造用合板t9　両面

ｱﾙﾐ枠＋構造用合板t12　片面
（低ｺｽﾄ工法）

筋交い30×90　片面

斜線部
RCスラブt150
D13ﾀﾃﾖｺ＠200

斜線部
RCスラブt150
D13ﾀﾃﾖｺ＠200

添え梁補強

下階新設柱

下階撤去柱

鋼製火打

4.9kN/m

3.5kN/m

5.0~5.2kN/m

10.0~10.4kN/m

5.5kN/m

2.4kN/m

新設梁

samplee床は構造用合 ＠150で固e制作金物：10kN以下で使用
片面assaaassaassssaa 造用合板t12

法）a 90　片面 pppppppp4.9kN/m

5.5kN/m

kN/m ppp
（注）
・構造の内容が分かる図面を掲載してください。
　（伏図、構造図など）



■ 光熱費データからみる環境負荷低減の実際

　竣工後１年間のエネルギー使用量・光熱費・CO2排出量を算定し、「旧住宅での実

測値」、「標準値」(総務省家計調査４人家族）と比較した。すべてにおいて、改修

後の数値が少ない結果となり、実際にエコな暮らしを実現できていることがわかる。

68.77GJ

エネルギー比較

金石町家

標準値

光熱費比較

金石町家

CO2排出量比較

金石町家

246,925円

4.197㎏-CO2

調理でストーブを利用

92.04GJ

旧住宅 89.31GJ

274,793円

238,507円

標準値

旧住宅

標準値

旧住宅

5.976㎏-CO2

6.062㎏-CO2

（標準値比較）

25.3％減

29.8％減

2.7万円減

ﾍﾟﾚｯﾄ

(2021年)

(2020年)
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既存屋根瓦そのまま
天井断熱材：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ16Kt155
ﾗﾜﾝ合板t6　素地仕上

既存屋根板金そのまま
天井断熱材：高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ16Kt105
PBt12.5+AEP仕上

ﾊﾟﾝﾄﾘｰ
厨房車庫 家事室 ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ

収納

ﾜｰｸｽﾍﾟｰｽ

吹抜

吹抜木格子40×40＠140

東側外壁：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ板t0.35+ﾀｲﾍﾞｯｸ1
耐水PBt12.5+胴縁+ﾀｲﾍﾞｯｸ2
既存土壁

床ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15
構造用合板t24
押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種bt65

ベタ基礎t150
防湿気密ｼｰﾄt0.2
砕石t50

内壁：珪藻土薄塗仕上+PBt12.5
押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種bt40

平
均
CH
=2
31
5

CH
=2
58
0

CH
=2
20
0

20
4
4

耐力壁
構造用合板
両面

既存梁・束　金物補強

外部木格子新設
木部保護塗装
ｻｯｼ防火窓FGH取替

西側外壁：漆喰塗仕上
腰壁：木下見板張
ﾀﾞｲﾗｲﾄMSt9
既存土壁
押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種bt40
PBt12.5
珪藻土薄塗仕上

既存屋根瓦そのまま

玄関基礎立上り
外部ﾓﾙﾀﾙ仕上げ
押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種bt30（防蟻用）

ｹｲｶﾙ板t6AEP塗装
高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ16Kt105

押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種bt100

床下H＝386

床ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15
ｺﾝﾊﾟﾈt12下地
ﾚﾍﾞﾙ調整材
構造用合板t12
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Q値

改修前（無断熱） 改修後

10.11W/㎡・K 2.67W/㎡・K

熱容量

※㎡当たり
61.62KJ/㎡・K 103.70KJ/㎡・K

C値（気密）
測定不可

（推定 20 ｃ㎡/㎡以上）
8.5 ｃ㎡/㎡

4倍

1.7倍

減少

■ 中庭の昼光を活かしたゾーニング

・町家の形状を活かし、中庭を取り巻くように水廻りを配置。

・厨房は、いつもはたらく「動」の空間。

　料理や読書、裁縫、仕事、勉強などくらしのコックピット。

・奥に行くほど、プライベ―トが濃くなるが、中庭を通して

　家族の気配を感じることができる。

・日中は昼光のみでも十分な明るさとなるよう開口部を計画。

・窓下端と一体化した、一直線の長いカウンター天板で北側

　の安定した光を受けとめ、室内に明るさを享受する。

洗面前は窓

カウンター
長さ5.5ｍ

既存梁現し

屋根形状なりの
勾配天井

ｺﾝﾛ天板
H765

LED照明

勝手口前：
折畳みが可能

2階室温

2階湿度

外気温

外部湿度

冬期は2階無暖房でも

縁側ｽﾄｰﾌﾞの暖気で

20℃前後確保

2021年1月.最も寒い３日間の記録

内外温度差15℃以上

（縁側屋根改修で改善可能）

20

0

(％)

(℃)

■ 温度差重力換気を促す断面計画

・冬期は室内に日射が入るよう、既存開口部の位置とサイズを再考。

・夏期は居室のある東面では軒にスダレをかけて対策。

　2階の西日対策として外部側に木格子を設置。

・縁側から、吹抜を通じて温度差による重力換気で２階に風を運ぶ。

　吹抜は上下階の温熱環境を整えるとともに、窓のとれない廊下に光を　

　落とし、日中に照明を使わなくても生活できるよう計画している。

冬至朝

冬至朝

夏至朝

夏至朝
冬至
夕方

夏至
夕方

吹抜

西面外部木格子

光が落ちる廊下吹抜は元トオリニワ

東 西

縁側

木格子新設

UA値  3.11W/㎡・K 0.65W/㎡・K（<0.87W/㎡・K）
1/5倍

現在の省エネ基準値

将来0.59W/㎡・Kまで向上

ZEH基準を達成できる

■建物全体の断熱性・蓄熱性・気密性の向上

■海風を活かす/抑制する通風計画

・敷地西側から入る海風を活かし、建物内に通風を行う。

・外部格子戸・玄関の太格子戸をバッファとして設け、

　強い海風を一旦弱めてから建物内に流す。

・玄関戸は網付き太格子戸＋ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ框戸の組合せとし、

　防犯上どちらも施錠できるようにした。

・玄関戸前にポーチ空間を設けることにより、北陸の冬

　の強い風雪対策として建物内への吹き込みを防止し、

　また、海岸から風にのってくる海砂対策として、建物

　内への直接侵入を抑制している。

・人が衣服を脱ぎ着するように、建物においても季節や　

　天候に合わせて様々な建具を組合せながら地域の自然

　エネルギーを活用する計画とした。

居間
食堂

玄関ポーチ

海風

網付き太格子戸

ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ框戸

外部格子戸

ｶﾞﾗｽ框戸

西

ｶﾞｽm

電気m

ﾎﾟｽﾄ

雪見障子(既存）

ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ框戸+fix

浴室からみた居間

浴室

気密測定を実施
数値を出すことよりも、
空気漏れ箇所の把握
穴ふさぎを実施

テープや隙間材で
気密施工

既存土壁：
押出ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ3種bt40
室内側より施工

新設壁：
高性能GW16Kt105

築80年越え町家の挑戦

配管貫通部分

断熱材は処分考慮し乾式

※建物全体を

　途切れることなく、まるっと断熱

ｷｯﾁﾝ天板
H900

風と光が通る吹抜

※光熱費は電気料金値上げにより増加しているが、使用電力は減少した

sample■ 光熱費データか

　竣工後１年間のエネル

測値」、「標準値」(総務

後の数値が少ない結果となり

（標準値比（標準値比

後】後】B-BB B 　　et15
24
ｫｰﾑ3種種bm玄関

外部ﾓ
押出ﾎ押出ﾎ 種種bt30bt30（（ss 中庭の 活かした

町家の形状を活かし、中庭を取り巻くように水廻りを配

厨房は、いつもはたらく「動

料理や読書、裁縫、仕事、勉強などくらしのコックピ

・奥に行くほど、プライベ―トが濃くなるが、中庭を通

　家族の気配を感じることがで

2階室温

2階湿度

外気温

月.最も寒い３日a内外温度差内外温度差1515℃以上℃℃

0

度差重力 促す断面

室内に日射が入るよう、既存開口部の位置とサイズを再考

居室のある東面では軒にスダ

西日対策として外部側に木格子を

ら、吹抜を通じて温度差による重力換気で２階に風を

上下階の温熱環境を整えるとともに、窓のとれない

わなくて

p画

風を行う

設け、

建

ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ框戸の組合せとし

ようにした。

気密測定を実施
数値を出すことより
空気漏れ箇所の把握
穴ふs

（注）
・断面図、または主要な軸組が分かる矩計図等を
　掲載してください。


